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2019 年 8 月号以来，約 2 年ぶり
に鉄道に関する特集をお届けしま
す。今回は「鉄道，軌道」特集とし
て軌道工事にもスポットを当てた内
容を意識しました。
この 2 年の間には，新型コロナ
ウィルスの発生により交通インフラ
としての鉄道をめぐる環境も大きく
変化しています。旅行者の減少は無
論のこと，以前は遠方との会議とな
れば鉄道や航空機等を利用して出張
するのがごく当たり前でしたが，現
在は一部でテレワークやWEB会議
が当たり前となりつつあります。必
要に迫られ急きょWEB会議を導入
した事業所においても，出張の時に
必要だった移動時間や旅費の削減を
実感しているかもしれません。この
ような移動を伴わないコミュニケー
ション手法は，新型コロナの終息後
も継続が予想されます。
一方，2020 年 8 月に㈱日本政策
投資銀行と（公財）日本交通公社か
ら公表された「DJB・JTBF アジア・
欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調
査（2020 年度 新型コロナ影響度 特
別調査）」によると，新型コロナの
流行終息後における海外旅行の意向
はアジアで 86%，欧米豪で 74% と
強く，さらに新型コロナ終息後に観

光旅行したい国・地域として日本は
アジアでダントツ 1位，欧米豪でも
2位という結果でした。アンケート
調査の時期（2020 年 6 月）から約 1
年経ってはいるものの，我が国にお
ける潜在的なインバウンド需要は依
然として高いことがうかがえます。
将来に向けた備えは大切です。鉄
道の経営状況が従前通りに戻るには
まだ時間がかかりそうですが，少な
くとも日々の鉄道施設保守や現在進
められている建設事業，連続立体高
架化事業等は着実に進めていかなけ
ればなりません。
建設分野では全般的に同じ状況だ
と思いますが，鉄道においても熟練
した技術者が大量に退職を迎える時
代となり，工事や保守の業務で人手
不足や後継者不足が深刻となってい
ます。今月号においては効率的な
レール検測やレール溶接における自
動化，鉄道高架工事への ICT活用，
鉄道トンネル内の自動点検，駅施設
の改良など，鉄道・軌道工事におけ
る生産性向上の取り組み事例を多方
から集めることができました。
最後になりますが，巻頭言をお寄
せいただいた日本大学総合科学研究
所の富井教授をはじめ，業務ご多忙
のなか寄稿依頼に快諾していただい
た執筆者の皆様に対し，この場をお
借りして厚く御礼申し上げます。
  （佐藤・瀧本）

7 月号「建設のＤＸ特集」予告
・国土交通省が推進するインフラ分野のDX・DXレポート 2（中間とりまとめ）：DX推進の課題
と政策展開　・BIMとDX　・DXにより創る次世代建設生産システムとスマートな世界　・新現
場力による現場の改革　・建設・施工でのDXに向けた 3DEXPERIENCEプラットフォームの活
用　・建設現場におけるデジタルトランスフォーメーションの推進　・山岳トンネル工事における
切羽近傍作業の無人化を目指した取り組み　・3眼カメラを用いた配筋検査システムの開発と各種
構造物への適用　・建機の遠隔操作　・建設現場の安全性と生産性向上を支えるAI画像・自然言
語解析技術　・4K定点カメラ映像による工事進捗管理システムの開発および試行　・施工現場の
デジタル化で協業，現場遠隔管理の実証実験を開始　・新技術活用による熟練技能維持の取組み
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